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明
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摂
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て
現
場
察
内
昭
和
三
十
二
年

十
月
七
日
午
前
九
時
物
件
所
在

地
へ
集
合
の
こ
と
。

一
、
入
札
昭
和
三
十
二
年
十
月

七
日
自
午
前
十
時
至
十
時
三
十

分
一
、
場
所

大
村
市
役
所

一、

所
在
地

大
村
市

内

田
川占

て

物
件
の
蔵
総

①
丸
木
二
十
八
石
川
九

句
切
込

材
三
十
六
石
一ニ
六

一
、
入
札
保
託
金
は
に
札
額
の

一

例
以
上
の
別
分
、
似
わ
伝
出
レ

小
切
手
ま
た
は
銀
行
支
払
保
証

小
切
を
ぜ
入
札
と
同
時
に
提
出

す
る
と
と。

一
、
開
札
入
札
制

ω校
一山
ち
に

行
う
。

一
、
当
日
は
印
航
作
参
の
と
と
。

(間
的
本
坑
)

京
制
改
し
主
Lf

j
zt

j

‘
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水
中一川見付舛

A
J
U

(9
月
幻
日

t
初
日

・
敬
称
略
)

ム
三
十
万
二
千
円
京
加
川
日比ム

一

万
四
千一一一日
行
十
引
円
大
村
市
社

会
福
祉
協
議
会

(節
二
次
分
)

総
計
四
百
.
五
十
六
万

七
百
七
十
五
円


